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北海道・東北 関東・北陸 東海・近畿 中国・四国 九 州 計 
黒沢式 10 4 8 29* 1 52 
松田〃 0 0 0 1 14 15 
大井上〃 2 1 2 6 1 12 
メシア教〃 4 3 1 1 0 9 
川崎〃 0 0 9 0 0 9 
赤木〃 0 8 0 0 0 8 
広川〃 0 0 0 7 0 7 
福井〃 0 1 0 6 0 7 
その他 9 9 8 4 2 31 
〔以下略〕       
*苗代のみが黒沢式のもの多く、一応それを含んだ数である。 
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県 27年度実施面積  過去の状態 将来の見込 
和歌山 30町 一時は八部落20丁中13丁 漸次衰退 
宮 崎 村の大半 25年以来 増反セン 
福 岡 01 以前に比し減少 見込ナシ 
大 分 100位 〃 〃  
徳 島 150 以前ハ一層盛ンデアッタ 減少セン 
〃 部落デ半数位カ 〃 増反シソウ 
長 野 村の6割真似3割行フ 23年頃は村、3割位 復活シソウナリ 
〃 不明 以前ハ盛ンデアッタ 見返ナシ 
〃 15位 昭16年頃、40戸位実行 減少スルト思フ 
栃 木 不明 2、3年前ニハ行ハレタ 減少セン 
宮 城 15位カ 5年程前ヨリ 今ナシ 
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